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医師紹介

神経内科　内野 克尚

医師からのメッセージ

精神科　有吉 中

私は福岡出身で1999年に医師になりました。現在は家

庭の事情で南九州に在住しておりますが、縁があって今年

7月から当院で勤務しています。専門は精神神経科で、そ  

の中でもここ数年は認知症を中心に診療を行っておりま

す。その理由は、自身の関心が高まったこともさることなが

ら、世間のニーズがそちらに大きく向いていたからです。

当院の特長は、内科やリハビリ科が充実しており安心

して精神科診療に向かえる所です。精神疾患や認知症の

加療は内科や脳疾患（腫瘍・出血・梗塞等）をきちんと診

断・治療を行った上に成り立ちます。

高齢になると身体の合併症を持つ事が多くなり、当然に

薬も増え治療歴も重なっていきます。そのことを勘案して

処方を整理し、生活リズムを整え、それぞれの患者様に

合った介入を行います。ですから、やみくもに薬を積み重

ねることはありません。

私の医療に対する考

えは極めてシンプルで、

自分の身内を紹介でき

る病院にする、自分の身

内に行う医療を行う、た

だそれだけです。医療内

容に関しては「ブラック

ジャック」にはなれませんので、「標準的で広く多くの医師が

行う根拠のある医療」を心掛けております。

精神疾患、認知症、神経難病で困っておられ身体合併

症のある方、リハビリを必要とされる方、是非当院にいらし

てください。最新の医療機器と温かい病院スタッフと一緒

に最善の方法を考えましょう。

　2012年9月、多発

性硬化症の車椅子選

手の伊藤智也さんが、

パラリンピックで３個

の銀メダルを獲得され

ました。全力で戦い、

レース後、「最高！気持

ちいい」と答えた伊藤

さんの姿には胸が熱くなりました。伊藤さんは1998

年、多発性硬化症を発症。左眼失明・四肢麻痺の状態

で懸命に治療とリハビリを続け、驚異の回復をされた

そうです。

　当院で、脳梗塞・パーキンソン病などの神経疾患の

患者様を診ていると、いかにリハビリが大切か改めて

学ばされます。薬・注射による治療とリハビリは、自転

車の前輪と後輪のような関係でどちらかが欠けても治

療は前に進んでいきません。驚いたことに伊藤さんは

リハビリ期間中、間違えて送られてきた競技用の車椅

子がきっかけで、車椅子競技を始めたそうです。伊藤さ

んに間違えて競技用車椅子が送られてきたのも何かの

縁です。今、頑張って当院で治療しようと思った皆様も

何かの縁です。当院には３人の神経内科常勤医がおり、

充実したリハビリ環境も整っています。

　『救いの手は誰にでも伸ばされる。その救いの手を

逃すか、つかみとって前向きに生きるのかの違いだけ

であって、みんな平等なんだよ』。伊藤さんの言葉です。

諦めずに目標を持って治療してみませんか？

※パラリンピック…障がい者を対象とした世界大会。
　オリンピックと同じ年に、同じ場所で開催される。

神経難病の患者様へ

「自分の身内に行う医療」を心掛けています



こんにちは。西２病棟の紹介を

させていただきます。

西２病棟では、神経難病の患者

様の入院が増え、今では約半数

を占めています。2012年7月からは、人工呼吸器、ＮＩＰＰＶ

（非侵襲的用圧換気法）が導入され、医療機器を必要とさ

れる患者様の受け入れも可能となりました。

現在、スタッフ一丸となり、医療機器の安全な操作や管

理ができるよう、勉強会などを繰り返し、日々新しい知識や

技術の習得に力を入れています。

神経難病の患者様との関わりの中で、一番重要だと感じ

ること、それは精神面への援助です。患者様は、呼吸が苦

しい、痰が自分で出しづらいなどの生命に直結する不安

や、思うように自分で体が動かせない、ナースコールが押

せないなどさまざまな苦痛と闘っておられます。私たちは、

そのような不安や苦痛を少しでも軽減できるよう、頻回に

訪室し、患者様の思いを傾聴し、迅速に対応するよう心掛

けています。このような関わりを積み重ねることから、信頼

関係が生まれ、少しでも安心した入院生活を送っていただ

ければと思います。

忙しい毎日ですが、若いスタッフも多く、チームワークの

よい活気あふれる病棟です。患者様と一緒に笑い、時には

一緒に悩み、一番身近で、安心できる存在でいられるよう、

笑顔を忘れず頑張っていきたいと思います。今後ともどう

ぞよろしくお願いいたします。

看護師
秋吉 紗織

西2（障害者一般）病棟

安全管理対策活動のご紹介

現在、医療の安全確保は病院

運営において最も重要なことの

一つです。当院は、認知症の高齢

者やリハビリを必要とする障がい

を持った患者様が多く入院され、転倒・転落の危険性が高

いのが特徴です。そこで、医療事故をなくすために病院全

体で安全管理対策に取り組んでいます。　

当院における安全管理システムでは、毎月１回「安全管

理対策委員会」を開催し、事故およびヒヤリ・ハット報告の

分析と対応について検討するとともに、医療事故防止の

ための研修・教育・広報など、医療事故防止に関する事項

について対応しています。また、安全管理対策部会では、

現場サイドで医療事故防止に関する情報が全職員に行き

渡るよう周知徹底を促しています。特に今年度から、医療

安全に対する意識付けの一つの手段として、ヒヤリ・ハット

のチェック表を活用。現場から「ヒヤッ」としたり「ハッ」とし

たことを出してもらったところ、4月から10月までの7カ月

間で1,080件の報告があり、そのうちの20.1％（225件）

が転倒・転落を未然に防げたという結果でした。その他、各

部署の医療安全管理状況を把握するとともに、５S（整理・

整頓・清掃・清潔・躾）の普及活動のため、定期的に環境ラ

ウンドを行っています。

医療安全推進は、終わりのない活動ですが、最終的には

患者様の安全につながります。課題はたくさんあります

が、医療の安全確保と質の向上のため日々努力をしてい

ます。

安全管理対策部会 担当師長
田嵜 澄雄

しつけ



今回は、社会貢献の一環としてこの秋から冬にかけて実施した活動や、

支援についてご紹介いたします。

介護予防講座

第２回城南病院杯
グラウンドゴルフ大会

健やかな地域の暮らしを守る

地域社会貢献への取り組み

当院グラウンドにおいて開催いたしました。当日は曇り

空の下、雨も心配されましたが、開始時刻の約１時間

前から集まった地域の皆様の気迫と熱気により無事

予定通り大会を終えることができました。

「認知症のわかりやすい話」をテー

マに、城南町住民の方を中心に

約４０名の方にご参加いただきま

した。当院では夏まつりの昼の部に

開催した講演会の第２回目の開催。

スライド・動画を使用してテーマの

通り「本当にわかりやすい講演」と

受講者から好評を博しました。

ナイスシ
ョット！！

講師：内野誠院長　

1114
（Wed）

1110
（Sat）



病院の社会的使命・役割

として、積極的な地域との

関わりが求められています。

そこで当院はここ城南町の

医療機関として地域住民の

皆様、近隣地域の皆様の健

康増進にお役に立てるよう、今回ご紹介しました活動、

支援等を行っております。

「認知症サポーター養成講座」、「介護予防講座」は熊

本市南６地域包括支援センター主催による講座で、いず

れも今後確実に増える認知症に対する介護、医療の両

側面からの講座であります。会場の提供や講師という形

で支援させていただきました。

「第２回城南病院杯グラウンドゴルフ大会」には城南

町各地区より１２４名（最高齢９０歳）にご参加いただき

ました。今後も当院の秋の恒例行事として地域の皆様

の健康増進・維持、日頃の練習の成果を発揮する場と

して大会運営という形でご支援してまいります。

ITLSは県内はもとより九州各県から医療・救急従事

者が数多く受講され、研修会場提供という形でご支援

させていただきました。

今回ご紹介した取り組みを今後も継続して実施、支

援し、地域の医療機関としての使命を担い、より一層

地域の皆様のお役に立てるよう努めてまいります。

総務経理課 係長
勝木 俊夫

地域の皆様のために

I T L S

内野院長より入賞者には賞品やトロフィーが
手渡されました

多くの皆様にご参加いただき
楽しんでいただきました

今年３月に続き２回目の研修が当院を会場とし

て行われました。救急救命士や救急医療に携わ

る医師・看護師を対象とした教育プログラムが

行われ、受講者・スタッフ合わせて約１００名が

参加しました。

地域民生委員の方を中心に約４０名の方にご参加いただきました。

厚生労働省による「認知症を知り地域をつくる10カ年」キャンペー

ンの一環で、「認知症サポーター」を全国で100万人養成すること、

「認知症になっても安心して暮らせるまち」を市民の手によってつくる

ことを目標としています。受講者は「認知症サポーター」となり、受講の

証としてオレンジリング（講師写真の右手参照）が渡されます。

つぎ打ちま
すよー

認知症サポーター養成講座

講師：熊本市認知症介護指導者 松田修様

1010
（Wed）

128・9
（Sat・Sun）

※ITLSとは、病院搬入前の外傷処置の
　教育訓練プログラムのことです



小集団の
リハビリについて

あれこれ

リハビリテーション科での小集団リハビリ活動の

ご紹介とデイケア利用者様の製作活動作品展示

の模様。そして、毎年この時季恒例のイベント食

「水炊き」についてご紹介します。

今回の「あれこれ」は……

城南病院の

あれこれ

作業療法士　中山 誠二「なごみ作品展」

　リハビリテーション館では個別リハビリの他に

小集団のリハビリを行っています。入院生活の質

（QOL）の向上を目的に、音楽療法や手工芸、風船

バレー等の活動を実施しています。患者様同士の

交流や楽しみの場となり、個別リハビリでは見ら

れない患者様の一面を発見することができます。

　また、院外への外出訓練（塚原古墳や動物園、買い物）も実施しており、院

内とは違った表情や反応を見ることができ、また、外出時の成功体験により

入院生活での患者様の意欲向上も見られます。

　自宅生活では趣味活動など多くの楽しみがありますが、入院生活では

それらが制限されます。小集団のリハビリを実施することで単調になり

がちな入院生活に少しでも楽しみを提供でき、その患者様らしく生活できる

お手伝いができればと考えています。

　現在、当院なごみ北棟のエントランスにデイケ

ア利用者様および職員の作品展示を行っており

ます。本年中に製作された絵画・押し花・手工芸・

書道等が並び、院内では話題になっています。利

用者様の感性の表現、リハビリ成果の発表の場

として期間限定で開設の予定でしたが、鑑賞さ

れた方々から好評をいただき、また、利用者様の喜びと意欲の向上にも

つながっているため、常設（当面期限なし）展示することとなりました。

　作品の鑑賞だけでなく、歩行訓練中の方が足を休め、作品を話題に語らう場

として、また、当施設を訪れる皆様へは私たちの取り組みを紹介する場など、予想

外の効果も現れています。職員の作品からも人柄を感じ取ることができます。個

性的な作品が皆様をお出迎えいたします。是非、お気軽にお立ち寄りください。

作業療法士　山内 千佳

熊本市動植物園への外出訓練



管理栄養士　南部 美由紀
今年も楽しく
鍋を囲みました

　毎年恒例のイベント食の“鍋”をデイケアなごみで実施し、病院

長、看護部長、利用者様で楽しく鍋を囲みました。昨年は足りなかっ

たということで量を増やして準備しましたが、あっという間になく

なったテーブルもあり、普段食欲がない方もこの時はおかわりして

食べられました。利用者様からは「つみれが軟らかくておいしい」

「一人だと鍋はしないからみんなで食べる鍋はうれしい」と喜びの声

をいただき、提供した私たちの心もぽかぽかと温まりました。

寒い冬に熱々の鍋は一番のごち
そうです。鍋は不足しがちな野菜
がたっぷり採れ、ビタミンや食物
繊維を補給できます。また、温か
いものを食べて体温が1℃上が
ると免疫物質が６倍上がるとい
われています。

●つみれ（鶏ミンチ、長芋、おろし生姜、片
栗粉、卵） 

●鶏肉 ●白身魚 ●豆腐 ●白菜 
●椎茸 ●にんじん ●水菜 ●だいこん 
●しめじ ●春雨・くずきりなど 
●たれ（ポン酢、だいこんおろし）

材料

あれこれ



外来診療担当医

内科
神経内科
呼吸器内科
消化器内科
外科

診療科 併設施設

在宅ケアセンター
●居宅介護支援事業所 なごみ
●ヘルパーステーション なごみ
●通所リハビリテーション なごみ

●物忘れ予防デイケア ときめき
●認知症デイケア かがやき
●精神科デイケア すまいる

地域リハビリテーションセンター
サービス付き高齢者向け住宅
きらり舞原

関連グループ法人

一般財団法人 化学及血清療法研究所
学校法人銀杏学園 熊本保健科学大学

医療法人杏和会 城南病院 広報委員会 編集発行

http://www.jonan-hospital.or.jp/ 熊本 城南病院 検 索
〒861-4214　熊本県熊本市南区城南町舞原無番地
TEL 0964-28-2555　FAX 0964-28-4849

脳神経外科
整形外科
リハビリテーション科
皮膚科
精神科

内野克

内野克

木村貴

片岡、倉品

AM PMAM PMAM PMAM PMAM PMAM PM

内野院長

木村貴

松村

内野院長

内野院長

松村

木村貴

担当医

村方

担当医

松村

小出

松村

木村貴

有吉、倉品

木村竜

木村貴

担当医

村方

小出

木村貴

有吉

木村貴

大串

大串

内野克

内野院長

内野院長

木村貴

片岡、担当医

木村竜

木村貴

月 曜

内 科

神 経 内 科

神経難病外来

呼吸器内科

リハビリテーション科

精 神 科

整 形 外 科

皮 膚 科

診療科目

小野
月2回不定

担当医

担当医

火 曜 水 曜 木 曜 金 曜 土 曜

外来診療時間

 9：00～12：30
13：30～17：00 

土曜（午後）、日曜、祝日

 9：00～12：00

平　日

土　曜

休診日

お問い合わせ

☎ 0964-28-2555
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バス・タクシーをご利用の場合

熊本交通センターから
「4番のりば」より「乙女経由甲佐行き」乗車、「城南病院前バス停」下車

JR南熊本駅から
「南熊本バス停」より「乙女経由甲佐行き」乗車、「城南病院前バス停」下車

イオンモール熊本（旧ダイヤモンドシティクレア）から
「イオンモール熊本クレアバス停」より「乙女経由甲佐行き」乗車、
「城南病院前バス停」下車。またはタクシーで5分

JR富合駅から
「国町駐車場バス停」より「南区役所経由城南総合出張所行き」乗車、
「城南総合出張所」下車。その後タクシーで5分

九州自動車道をご利用の場合

九州自動車道御船ＩＣより車で10分

私たちは、病める人の気持ちを理解し、信頼され、
選ばれる病院を目指して研鑽します。

城南病院の理念

バリュー
常に患者様本位で考え行動します。
専門医療を推進するため謙虚な態度で日々研鑽に努めます。
地域、社会ならびに医療機関との連携を推進します。
心身両面にわたる自立支援を多職種協同で実現します。
互いに尊敬と協調の心を持ち、仕事に専念します。

学会等認定施設

日本認知症学会認定専門医教育施設
日本神経学会認定専門医准教育施設

住宅型有料老人ホーム まいのはら
グループホーム・ケアホーム けやき

表紙写真：病院敷地内イチョウ並木にて撮影


